
1938年 11月 22日朝の部分日食観測

小岩井 誠

Obsevation of the ParもialSolar Eclipse in the 22nd 

morning of November, 1938. 

By M. Koiwai. 

Abstract : The partial solar eclipse他的 occurredin the 22nd morning of Nov. l回8h悶
been observed by the 20cm. equatorial at .Kakioka Magnetic Observatory (Lo.ti如de+36°13’ 
48.”6, Longitude +140°11’84.”O M 仙eequo.色orialdome). 
The recording of曲eexact tim回 ofeach exposure was made au色om.atiC3llyon the tape of 
a chronograph by an electric conぬctatぬere le踊eofぬeshu“er ofぬesolar camera. 
The reeol旬 of泊eobservaもionwas briefly reported here. 

1938年 11月 22日朝の部分日食に際し，嘗所の 20cm.赤道儀に依り翻測を行ったので簡単に

報告する．

観測の目的は接燭時刻及び食進行中のお真撮影時刻を1E離にー讃取ることであった．時刻の讃取り

には太陽幻毘儀のシ＋グーに簡皐な装置を施して，約 200米遠方のクロノグラフに連動する如〈用

意したが，夏に寓ーの故障を慮ってストvプウオッチをも読取るととにした．

此の部分食は卒靭に起り太陽の高度が低い需に本来の目的から云へぽ，共の前五ドは理想的ではな

いが，材料を多くする震に最初から撮影した．

向初脂，及び復国時刻は眼鏡的i亡観測したが最初の接鯖時刻は太

陽縁過の陽炎の震観測は失敗に蹄し，復国時の接燭時刻のみ頭取る

ととが出来た．

東京天文廷の強報に依ると柿岡に於ける値は右の如くでるる．

観測結果
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ω 1988 &p 11月 22日朝の部分自食淑測

倫之等調測結果から月の位置を決定するととは東京天文蓋に一任したので後回遊表されるととにた

ってゐる．

格りに此の観測に種々神助方を惜まれなかった今道所長を初め菊池，機内爾民にも鳴謝致す次第

である．

以上

（キ0・岡地E波紋淑測所κて〉
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